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者評価

行事 Ａ

学籍 Ａ

儀式 Ａ

時間割 Ａ

成績処理 Ａ

カリキュラム委員会 Ａ
指導要録 Ａ
教材 Ａ
プレテスト・入試 Ａ

教育実習 Ａ

奨学生 Ａ

緊急連絡網 Ａ

新聞 Ａ

掲示物 Ｂ

保健指導 Ａ

校舎管理 Ｂ

安全教育 Ｂ
厚生 Ａ

写真 Ａ

同窓会 Ａ

バス Ａ

Ｂ
Ｂ

Ａ

Ａ

Ｂ
学校関係
者評価

年間計画 Ａ
大学との連携 Ａ

庶務 Ａ

課外授業 Ａ

放課後指導 Ａ

朝テスト Ａ

出張講義 Ａ

進路相談 Ａ

Ａ

Ａ

進路情報発行 Ａ

推薦入試関係 Ａ

対外模擬試験 Ａ

庶務 Ａ

情報処理 Ａ

通信衛星講座 Ｂ

進路関係図書 Ａ
庶務 Ａ

機材管理 Ｂ

オプション模試 Ａ
生徒指導の総括・指導方針・計画立案 Ａ

生徒相談 Ｂ

下校バス時の校門指導 Ａ
自転車通学生の指導 Ｂ
ステッカーの配布・発注・貼付の指導徹底 Ａ
駐輪場の割り当て計画 Ａ
生徒会への指導・助言 Ａ
生徒会主催行事の計画・指導 Ａ
生徒会選挙の指導 Ｂ
専門委員会の計画と指導 Ｂ
ボランティア活動の計画と指導 Ａ
派遣伺い・賞状の保管 Ａ

派遣委員会の開催 Ｂ

ヘルメットの購入・装着指導 Ａ
式典の司会進行 Ａ
式典の会場設営 Ａ
計画・指導 Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

ＡＡ

FINEシステム（ベネッセ）の活用・コンピューターによる成績処理資料の提供、成績資料の研究・大学合格者掲示（本人の許可を得て）

ビデオ室利用管理

進路関係図書の購入計画、発注、整理保管、貸出
大学合格者名簿、各種統計表の作成・その他

ビデオデッキ、DVDプレーヤーjなどの管理

模試希望者の取りまとめ・生徒が担任に支払った料金の徴収

進学相談・進学資料の提供、過去の模試と合格大学の一覧

LHRに於ける進路指導計画、資料提供・進路希望調査の立案実施、結果の集約報告

生徒、職員、保護者への進路情報の提供
進路ガイドブック作成

推薦入試関係資料の保管提供、合否の集約・推薦入試報告書の保管・面接指導

対外模試の実施計画、推進・各社模試の年間実施計画の立案、問題の発注、実施・マーク模試の自己採点集計、保管、成績資料の作成配布

進路関係の書類保管、各種届出用紙の作成（推薦願、調査書発行願など）、配布、保管

進路講演会の立案実施、講師の選定依頼、接待、礼状発送

入手した情報を的確に精選して、知らせ
る。

受信、録画など間違いのないようにする。

充実に心掛ける。
ミスがなく迅速にする。

生徒に自由に使わせるため、正しい使い
方を指導する。

各大学の個別試験の実態を知ること。

ボランティア活動への生徒の意識を高める。
全体集会で発言させ、意識を高める。委員会開催計画の掲示。
定期的なボランティア活動の実施と参加の呼びかけ。

生徒本人の志望、適性に応じた指導を
する。

生徒の将来的な目標をふまえ、段階的
な指導を行う。

卒業生の経験を通して、学習について
意欲を持たせる。

情報の厳重保管に注意する。

模試の手配、収集など迅速に行う。
成績資料の有効活用。

生徒の個人情報を扱うため、保管に厳重
に注意する。

スムーズな運営を心掛ける。

実施目的に沿って、安全かつ有意義な計画を立案する。

普段の生活指導を徹底し、派遣委員会で審議されるような
問題行動発生の防止に努める。

学校で一括購入し、各生徒に自転車使用時の着用徹底を指導。
各部署との連携・事前計画の作成。
高等部生が主体となって、設営を進める。
各係と連携し、安全管理計画・生徒指導計画を立案し、生徒への指導を徹底する。

教　務　（教育全般）

 生　徒　指　導　

中学生全員の自転車利用時の着用。
各部署と連携してスムーズな進行に努める。
各係との連携・学園高校との密接な連絡。

生徒会役員にふさわしい生徒の選出。選挙に対する自覚の促し。

評　価　項　目

進　路　指　導
進路指導に係わる学習指導

学校運営計画（４月）
　　　建学の精神「自立心を養い、有為な社会人を育てる」をうけ、私学の特色を十分に生かし、国家社会の有為な人材育成のため

　　1.自主独立の精神に満ちた、勤勉な生徒の育成に努める

　　2.生徒の個性・能力の発見に努め、これを伸ばすと共に進取の精神を養う

　　3.人間形成に留意し、敬意の念に立脚した教育を行い、社会生活に必要な礼儀・節度を身につけさせる

学校経営方針

全学年・全生徒のレベルアップ・中間層及び下位層に対するきめ細かい指導・分かりやすい授業の実践・各種試験の受験後指導の充実
難関大学・医学部への合格者増
学年会･教科会の充実、教師間の情報交換の促進

家庭での基本的生活習慣確立、睡眠時間の確保、携帯電話の所持数減、メール･ゲーム･パソコンの家庭での使用制限
家庭との連携強化、二者･三者面談の充実

　　学習指導の充実

　　生活指導の充実

具　体　的　目　標
翌月の行事予定を２週間前に出す

具体的目標

心の教育･道徳授業の充実
広報の充実（学級通信、学年通信、尚学館新聞、尚学館だより、かけはし、ＨＰの充実･内容の検討）

各学年･各分掌における目標設定と目標達成への環境づくり
挨拶の励行、尚学館創立時への原点回帰

教材研究の徹底、教材研究をしやすい環境づくり

年度重点目標

スムーズで厳粛な式の運営

変更･連絡ミスがないようにする

速く･正確な処理を行なう

綿密な計画を早めに立て、各係の先生方の業務遂行を徹底させる

具　体　的　目　標

教育課程編成の研究、授業時間数の確保、50分授業の完全実施

文書作成・発送をできるだけ速く行う

緊急時にすばやく対応できるようにする

未履修問題などが起こらないようにする

円滑な授業が行なえるようにする
受験生が安心して受験できるようにする

探しやすい保管を心掛ける。見て分かり
やすい一覧表を作成する。

時間割を速やかに作成する。欠席遅刻
をなくし、授業であるとの認識を持たせ、
真剣に取り組ませる。時間割を速やかに
作成する。

スムーズな連携を心掛ける。

同上

遅刻をなくし、朝テストが日々の授業内容
の確認であることを認識させる。

生徒の視野を広げ、スムーズな運営を心
掛ける。

生徒の自立心を養い、明るい学校づくりに努める。
差別やいじめのない明るい学校づくりに努め、担任・保護者と共に
連携して指導・援助する。生徒一人ひとりの適切な心のケアを心が
ける。

生徒の安全を確保し、登下校時の挨拶を指導する。

各委員会活動の充実を図る。生徒会新聞を定期的に発行する。

無事故・無違反をめざす。

有意義で安全かつ円滑な行事の運営。

ステッカー貼り付けの徹底。
決められた場所に自転車を整列させる。
生徒会活動が学校の方針に沿って円滑に行なえるようにする。

部顧問への派遣伺い提出の要請、各部での賞状保管の要請。

バス係との連絡・調整をし、生徒への連絡を正確にす
る

Ａ

B

Ａ

時間厳守･遅刻の撲滅･部活実施時間の効率化

教科別研修の推進と教科指導の工夫･改善

写真撮影業務を円滑に進める。わかりやすい生徒写
真一覧を作成する

中・高生の個々の健康状態を把握し、適切で安全な学
校生活をおくらせる

公共物を大切にする姿勢・節電、節水、リサイクル等
への取り組みの意識を育成する

安全・防災に対する意識の高揚を図る

評　価　項　目

授業の充実

学校行事の充実

保護者からの評価

体験的な活動を行なわせる

和やかな働きやすい職場作りに心がける

授業２分前着席
完全授業の徹底

指導力の向上

Ａ

Ａ

Ａ

B

具　体　的　方　策

研究授業にできるだけ多くの先生方に参加してもらい、充実した反省会ができるように計画する

保健委員に欠席･遅刻･早退者の黒板記入を徹底させ、記入漏れのないよう注意する

放送機器を定期的に点検し、式に支障のないようにする

時間割変更が必須となる行事を事前に確認し、早めに調整に取り掛かる。また、わかりやすい定期考査･課外時間割を作成する

成績表の間違いを防ぐために、各考査の成績一覧表、生徒個人票のプリントアウトは、担任が成績一覧表を最終チェックをして、了解が出た時点で
行なう

電話番号のチェック・連絡網の確認をして、保管する。変更がでたらその都度改訂版を作成する

定期的に（定期考査中に）会を開き、その中でチェックしていく
計画的に作成できるように準備をし、点検は教務部全員で行なう
細かいチェックと早めの対応をとる

掲示物の張替えを２カ月おきにする（学校案内、プレテスト・入試情報、各表彰など）

各先生方と連絡を密にする

指導へのサポートを充実させる

写真業者との連携をとる

会長・役員との連絡、調整をする

朝テストの計画、運営

進路関係の公文書受付、回覧、保管・進路指導部関係の書類、資料等の保管・指定校一覧表作成・オープンキャンパス関係の一覧表作成

課外授業の計画立案、運営
手当申請、課外費徴収に関する庶務（時間割を除く）
課外出席簿作成

実施計画、推進

行事の２週間前には調整をする

専門委員会（学習委員会）が中心となり呼びかける
年休・出張等の連絡は早めにし、授業の振り替えを徹底する

生徒による授業の評価（アンケート）を行い、自分の授業の改善・工夫を行なう

各担当職員・生徒との緊密な連携。綿密な事前計画の立案。
立候補決意文の提出を勧め、立候補者の自覚と意思の確認を徹底。

プリント配布と掲示。実行委員会からの呼びかけ。
定期的な生徒会の招集と、行事ごとの事前打ち合わせの徹底。

具　体　的　方　策
年間計画の立案、推進
大学への資料請求・入試センターとの連携・公文書保管

講師との打ち合わせ、進行など

生徒一人ひとりの個性の把握、学校行事への主体的な取り組みへの促し。

評価（３月）

評価（３月）

評価（３月）

Ａ

派遣伺いの様式準備と、各部顧問への連絡強化。県大会以上入賞の賞状のコピー掲示。

各部顧問及び担任と連携し、生徒指導の充実に努める。

生徒･保護者との連携を密にする。相談室を設け、フリースクールと連携･協力して、悩みのある生徒に対応する。相談窓口を明確化し、職員間で情報が共有できる
システムを構築する。

生徒会・実行委員を中心に、校門での挨拶運動を実施。
中学生に対するヘルメット着用の義務付け。全校集会での注意喚起。
学園高校の協力のもと、定期的な点検・指導を行なう。


